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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· 9/1～9/2看護師　伊藤有慶さんローテーション研修。9/2午前中は外来ローテ研修。

· 本日、青風荘スタッフが水タンクを借りに来る予定。

＜デイケア事例検討＞

松川　順子様（31）女性　主病名：統合失調症

利用開始日：平成20年11月5日（1年9ヶ月）

治療計画　デイケアへ遅刻せずに来所する事ができるよう、自己の振り返りと対策を共に検討する。

本人の様子
○治療計画について

· 定時よりやや遅れて来所することが多い。定時に間に合うように来所するよう声かけを行うと、定時に遅れてはいるが、以前と比較し5～10分程度早めに来所するようになっている。

· デイケア通所までの時間については、なんとなくボーっとして過ごしてしまうとのこと。遅れる理由については「わからないです」と話しており、自己分析出来ない様子。

· 生活全般（食事や外来受診など）において、やや遅れて行動する傾向にある。デイケアでは、ライ所時間が遅い以外は時間を守って行動することが出来ている。

· 自分のペースで行動を行っており、それが崩れるとストレス負荷がかかり病状悪化に繋がる恐れがある。

· デイケア来所時間について、具体的に何時なら来所出来るのかと確認すると、自分では設定出来ない様子。スタッフの方で9：55にデイケア来所するよう促している。

○対人交流について

· 自分から周囲と交流を持つことは無いが、周囲で話が盛り上がっていると気になって覗き込んでいる様子みられている。

· 利用開始当初は、会話時の緊張が強く、他者が話しかけるとビックリしている様子みられていたが、最近は極端に緊張している様子は減ってきている。

○その他

· 9月で青山荘入所して2年経過。1年の入所期間延長を考えている。本人も延長希望。
· 本人は現在のままの生活を希望している。青山荘退所後は、グループホームかアパートで一人暮らしを希望。家族とは世帯分離して生活保護を受けている為、同居は不可。

· 自分からグループホームについて「どういうところなんですか？」と興味を持って質問している。

· 以前は就労希望聞かれていたが、現在は、しばらくはこの状態で様子を見たいと本人話す。

· 青山荘では、退所後に向けて生活面全般を整えていけるよう説明している。

検討結果

· 治療計画①は、青山荘退所に向けて生活面全般を振り返ることを踏まえ、継続とする。
　⇒『生活面全般において時間を守れるように相談しながら検討していく』に修正。
＜青山荘利用者様情報交換＞

豊川　明男　様～身体的不調を訴え、デイケアで長時間過ごすことが出来ていない状態。本人は身体面の不調のみしかないと訴えているが、デイケアでは集団を避けて行動している。人付き合いが苦手で、それが原因で発症したこともあり、青山荘利用時には自己目標として「対人関係能力の向上」を自身で挙げている。デイケア利用は、保護者様に促されてしぶしぶ利用した状態の為、通所に対しては消極的。青山荘退所を考慮すると、現在の生活状況の見直しをしないことには難しい。
⇒現在の生活状況を振り返り、今後の目標を定める。出来るだけデイケアで過ごすことが出来るよう促していく。
＜業務改善＞

○プログラム検討

・９月分のテキスト決済が下りている為、ファイルに保管すること。

○環境整備

・施設巡視にて、拭き掃除の不十分さを指摘されている為、定期的に清掃できるよう予定を組む。

　窓の拭き掃除⇒長柄のモップを発注。高さなどの関係でどうしても清掃不可な箇所は要相談。

　換気扇の汚れ⇒掃除機発注し、ほこりを除去。汚れがひどい部分は拭き掃除。

　手すりの汚れ⇒定期的に清掃するよう予定を組んでいく。

・２階女子トイレの電気がつかない為、電球を発注していく。

○書式検討

・9/15までにケアマネジメント書式を用いて面談実施すること。担当分作成完了したら、各班リーダーに報告し、リーダーは飯野SGMへ報告すること。
・グループ内全体で、月報の書式見直し中。修正意見があれば飯野SGMまで。

・通所内日誌の書式見直し中。

＜利用者様情報＞

本多　富美　様～担当医より、うみねこ幸房利用の許可を得たと本人話されている。月・水・金のデイケア利用しながら、火・木でうみねこ幸房を利用したいと希望されている。現状では、週３回のデイケア利用も十分に行えていない為、週５回日中の活動を行うことは難しいこと、まずはデイケアを週５回にし、日中の活動になれるところから始めるよう説明。スタッフから担当医に情報提供し、週５回のデイケア利用から始めることで許可が下りている。
繁名　和恵　様～来所時は「眠い」と訴え、静養室での休養を希望されている。日中休みすぎないように説明しているが、スタッフを無視して静養室で休んでいる。また、昼食後、「おなかが痛い」「胃から何かがせりあがってくるような感じがする」と話されている。昼食はほぼ全量摂取。確認すると朝食にも脂っぽいものを摂取していたとのことで、朝食は脂分の少ないものを勧めている。
我満　奈津紀様～娘様が、根城小学校に転校したばかりの為、「卒業アルバムに自分の写真が載っていない」「田面木小学校のアルバムが欲しいから、転校したい」と不満を話していたとのこと。本日は、定時までデイケアで過ごせるとのことで、デイケアで過ごされている。

高島　吉太郎様～ジッポライターを所持しているのをスタッフが確認。本人に尋ねると自分のものだと言う。本人ライター自己管理不可の為、危険なので預からせて頂くこと説明。その後、本人表情険しく過ごされている。青風荘に情報提供していく。

馬渡　武光　様～昨日、避難訓練直後に便失禁したと本人から訴えあり。日常的に水分摂取過多であったり、ところてんなど冷たいものを好んで摂取している様子みられている。夏季で胃腸が弱っていることも考えられるため、本人に説明していく。

長瀬　紘一郎様～「頭が悪いと検査できないのか？」「医師免許を取りたい」「警察になりたい」と本人話されている。免許や資格を取るには、難しい試験を受けなくてはいけないこと説明すると、本人納得している。
村上　元道　様～来所するなり、大声で「疲れた」「エアロビクスやりたくないけど、卓球はやりたい」と話されており、周囲に不快感を与えている。その後、卓球、エアロビクスともに実施しており、夕食後は麻雀も行っている。疲労は身体的なものではなく、精神的なものであると話されている。
＜外来情報＞

富田　紀子　様～食べやすいものを食べているとのこと。

中居　松男　様～診察室に入るなり、「大丈夫じゃありません」と話す。眠剤を飲むことでやる気がおきず、朝6時に起きることが出来ないとのこと。現在、長時間型の眠剤を服用していたが、短時間型のものに変更し処方している。

長瀬　紘一郎様～9/3平和病院受診予定。本日から体重測定することになったと話されている。

船場　幸子　様～明日、姉が来て三戸方面に行くとのこと。

山田　吉夫　様～昨日、便秘とのことで急遽外来受診しシンラック処方受けている。本日より、センナリド1錠から2錠に増薬。それでも出ないようであればシンラック液と併用するよう説明。

上久保　善郎様～体重90.2kg。採血の結果、トリグリセリド250mg/dlあり。食事療法と減量を促している。

中居　美津子様～ストーカー被害にあっている為、100円均一で防犯ベルを購入しようかと思っているとのこと。

前野　義勝　様～右足首、右手首の痛みがあるとのことで、ヨウフェナック処方となっている。

